
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 フレーム、
　該フレーム 少なくとも一列のステープルを含むカートリッジ
本体を具備し、細長いナイフの溝孔を規定するステープル・カートリッジ、
　該カートリッジからステープルを順次駆動するように、該ステープル・カートリッジの
長手方向に移動可能に該フレームによって支持された少なくとも１つの打込み楔、および
　該フレームに支持され該細長いナイフの溝孔を通って可動であるナイフの刃を具備し、
　該ナイフは、それが該ナイフの溝孔を通って動くことが実質的に防がれる第１の位置と
、該溝孔を通って該ナイフが動き得る第２の位置との間を動くことが可能であり、
　該ステープル・カートリッジは第１の位置から第２の位置へと動き得る回転可能部材を
含み、
　

　該ナイフの刃が該ナイフの溝孔を通って該カートリッジの端の方へと前進するとき 該
回転可能部材は該ナイフの刃により 該第２の位置へと動くように
なっており、
　該回転可能部材は、それが該第１の位置から該第２の位置へと動くとき該カートリッジ
本体と 弾力性をもった可撓性部分を含み
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中に位置付け可能であり、

該カートリッジが該フレーム中に位置付けられるとき、該ナイフの刃が該第１の位置か
ら該第２の位置へと動くように、該回転可能部材は該第１の位置において該ナイフの刃と
係合可能であり、

、
該第１の位置とは異なる

係合して変形する 、



　該可撓性部分はしかる後
ことを特徴とする外科用縫合機。

【請求項２】
 フレーム、および
　 イフの刃が 合機の端の方へ動くことが防がれている第１の位置から

第２の位置へと動き得るナイフの刃を有し
　細長いナイフの溝孔を規定するカートリッジ本体；および
　第１の位置から第２の位置へと動き得る回転可能部材を具備し、
　

　
、

　該回転可能部材はそれが該第１の位置から該第２の位置へと動くとき該カートリッジ本
体と弾性的に係合可能である弾力性をもった可撓性部分を含み、
　該可撓性部分はしかる後

ことを特徴とする外科用縫合機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術的分野】
本発明は一般に以前に使用済みのステープル・カートリッジの再使用を防止する外科用縫
合機（ステープラー、ｓｔａｐｌｅｒ）に関し、特にこのような再使用を防ぐ固定機構を
もち、同時に縫合機を始動させるのに必要な力を最小限度にした外科用縫合機に関する。
【０００２】
【本発明の背景】
参考文献として添付した米国特許第５，１２９，５７０号においては、組織を縫合する代
わりに数列のステープルで止めるようにつくられた外科用縫合機が記載されている。この
型の外科用器具は外科手術を著しく容易にし、それ以外の方法で組織を縫合するのに要す
る時間を望ましい程度に短縮することができる。
【０００３】
上記特許に記載された外科用縫合機は、典型的には多数のステープルの列を含む取り外し
可能なステープル・カートリッジを使用するようになっている。この外科用縫合機を使用
するたびに、新しい未使用のステープル・カートリッジを縫合機のフレームに挿入する。
こうしてこの装置は組織を縫合するのに使用出来る状態になる。この縫合機はステープル
・カートリッジを通って移動し得る１個またはそれ以上の打込み用楔部材を含み、この楔
部材はカムに似た方法でカートリッジの内部にある駆動装置と共同作用してステープルを
打込み、組織を通り縫合機の付属の敷き台の上にステープルを押し出してステープルを止
める。再び使用する場合には、打込み用の楔部材を引き戻し、使用したステープル・カー
トリッジを取り出し、未使用のステープル・カートリッジを装置の中に挿入する。
【０００４】
或る種の縫合機はステープルで止めるという単一の機能を果すようにつくられているが、
特に有用な形の外科用縫合機は組織の切断とステープル止め（即ち縫合）とを同時に行う
ようになっている。このような器具はしばしばリニアー・カッターとも呼ばれるが、使用
中に外科用縫合機の打込み用の楔部材と一緒に移動するナイフの刃を含んでいる。この方
法でステープル止めが行われるのと同時に組織の切断が行われ、外科手術の効率を著しく
向上させることができる。
【０００５】
使用済みのステープル・カートリッジを入れた縫合機を不注意に使用することを防ぎ、こ
れによって同時にステープル止めを行わずに不注意に組織の切断を行うことを避けるため
に、通常外科用縫合機には新しい未使用のステープル・カートリッジを装着しない限り器
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、該回転可能部材を該第２の位置に保つように該カートリッジ
本体と係合可能である

ナ 縫 第１の位置とは
異なる 、

該カートリッジが該フレーム中に位置付けられるとき、該ナイフの刃が該第１の位置か
ら該第２の位置へ動くように、該回転可能部材は、該第１の位置において該ナイフの刃と
係合可能であり、

該ナイフの刃が該溝孔を通って該カートリッジの端の方へと前進するとき、該回転可能
部材は、該ナイフの刃によって該第１の位置とは異なる該第２の位置へと動かされ

、該回転可能部材を該第２の位置に保持するように該カートリ
ッジ本体と係合可能である



具が作動することをを防ぐ固定機構が備えられている。参考文献として添付したＦｏｘ等
に対する米国特許Ｒｅ．３４，５１９号には、このような固定機構の種々の具体化例が記
載されており、また前記米国特許第５，１２９，５７０号にもこのような固定機構の他の
具体化例が記載されている。
【０００６】
米国特許第５，１２９，５７０号記載の固定機構においては、示された外科用縫合機のナ
イフの刃は、ナイフの刃を前進させ縫合機を始動させるために、未使用のステープル・カ
ートリッジに備えられた部材と共同作用するように作られている。特にナイフの刃は傾い
たバネに抗して一定の範囲で垂直に動くように取り付けられ、このバネは通常縫合機の屋
根部材と共にナイフの刃を固定位置へと押し付けている。この装置へ未使用のステープル
・カートリッジを挿入すると、傾いたバネに抗してナイフの刃を移動させる作用が及ぼさ
れ、ナイフの刃は縫合機の屋根部材により規定された溝孔と一直線上に並ぶ。これによっ
てナイフの刃とそれに付属した縫合機の打込み用の楔部材（ｆｉｒｉｎｇ　ｗｅｄｇｅ）
が前進し、同時に組織を切断してステープル止めを行う。ナイフの刃が前進する際、ステ
ープル・カートリッジ上の共同作用部材が移動する。その結果、ナイフの刃および打込み
用の楔部材が引き戻されると、ナイフの刃は傾いたバネによって押されて屋根部材と係合
し、溝孔との線上からそれ、未使用のステープル・カートリッジを装着するまでは器具を
再び使用することが防がれる。
【０００７】
経験によれば、上記の固定機構は極めて効果的であるが、ナイフの刃に対して作用を及ぼ
すステープルを取り付けた部材を移動させるには、外科医が或る程度の力をかけることが
必要であり、そのためこの縫合機の使用利便性が損なわれる。
【０００８】
特に上記の特許に従って具体化された現在の市販の外科用縫合機は、付属のナイフの刃と
共同作用するようにステープル・カートリッジに取り付けられた回転可能な部材を含んで
いる。この回転可能な部材（しばしば振動タブと呼ばれる）は、この部材がナイフの刃に
よって回転する際ステープル・カートリッジの本体とぶっつかって係合し、回転可能な部
材を直線から外れた位置に保持するためにスナップ・オーバー（ｓｎａｐ　ｏｖｅｒ）に
似た作用を行う。これによってナイフの刃が回転可能な部材と係合刃が引き戻されると元
の位置に戻るのが防がれる。しかし縫合機を操作する外科医は、いわゆる縫合機のステー
プルを「打込むのぬい要する力（ｆｏｒｖｅ　ｔｏ　ｆｉｒｅ）」が望ましくないほど増
加するので、回転可能部材がこのような妨害的なスナップ・オーバーを感じる結果となる
。
【０００９】
本発明の原理を具体化した外科用縫合機およびステープル・カートリッジは特に、この「
打込むのに要する力」を減少させ、このような外科用縫合機を便利に且つ効率に使用する
ことができる。
【００１０】
【本発明の概要】
本発明の原理を具体化した外科用縫合機は、最初は該外科用縫合機のナイフの刃と共同作
用する位置にあり該装置の中でナイフの刃を端の方へと動かし、組織の切断とステープル
による縫合とを同時に行うように始動させる回転し得る部材を含んでいる。特に該回転可
能な部材は該器具を始動させる際該回転可能部材に対し過度の力を加えることなく正常な
位置からそれた位置に動かすようにつくられている。その結果該縫合機の「打込みに要す
る力」が減少することにより便利で効率的にこれを使用することができる。
【００１１】
本発明の一具体化例においては、本発明の外科用縫合機はフレーム、および該フレームの
中に入れられたステープル・カートリッジから成っている。このステープル・カートリッ
ジは少なくとも一列のカートリッジを含むカートリッジ本体から成り、該カートリッジは
細長いナイフの溝孔を規定している。該外科用縫合機のフレームには該縫合機を長手方向
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に動かす少なくとも１個の打込み用の楔部材が取り付けられている。このような縫合機の
端の方への長手方向の運動により、ステープルはステープル・カートリッジから組織を通
し縫合機の付属した敷き台に押し付けられて次々に押し出される。
【００１２】
ナイフの刃はステープル・カートリッジによって規定される細長いナイフの溝孔を通って
動くように縫合機に取り付けられている。このナイフの刃はまた、それがナイフの溝孔を
通って動くのを実質的に防ぐ第１の固定位置と、ナイフの刃がステープル・カートリッジ
を通って動き得る第２の解除された（固定されていない）位置との間を垂直に動くことが
できる。
【００１３】
ステープル・カートリッジは第１の位置から第２の位置へと動き得る回転可能部材を含ん
でいる。その第１の位置においては、回転可能部材はステープル・カートリッジが縫合機
のフレームの中に入っている場合ナイフの刃と係合している。この係合によってナイフの
刃は第１の固定位置から第２の解除位置へ動かされる。
【００１４】
縫合機を始動させる際、カートリッジ上の回転可能部材は、ナイフの刃がナイフの溝孔を
通ってカートリッジの端の方へ動くと、ナイフの刃によりその第２の位置へと動かされる
。ナイフの刃が端の方へ動く際に組織の切断とステープル止めが同時に行われる。
【００１５】
ステープル・カートリッジ上の回転可能部材は、回転可能部材が最１の位置から第２の位
置へと動く際ステープル・カートリッジの本体と変形して係合する弾力性をもった可撓性
部分を含んでいる。このような運動の後に、回転可能部材上のこの可撓性部分はカートリ
ッジ本体と係合している該回転可能部材を第２の位置に保持する。ナイフの刃が引き戻さ
れると、ナイフの刃は第１の固定位置（即ち未使用のステープル・カートリッジが挿入さ
れる前の位置）に戻り、ここでナイフの溝孔を通って動くことが実質的に防がれる。この
ことは、ステープル・カートリッジ上の回転可能部材が第２の位置に動かされ、ナイフの
刃と係合していないために起こる。縫合機を再び使用するには、使用済みのカートリッジ
を取り出し、ステープルが詰まった新しい未使用のカートリッジを挿入することにより行
う。
【００１６】
本発明の一具体化例においては、回転可能部材の第１の端部はステープル・カートリッジ
のカートリッジ本体上にピボット回転するように取り付けられている。この部材の弾力性
をもった可撓性部分はこの第１の端部において片持ばりになったアームから成り、このア
ームは回転可能部材が第１の一から第２の位置へと動く時にカートリッジ本体と係合して
いる。さらに該回転可能部材はナイフの刃がナイフの溝孔を通って端の方へ動く際、縫合
機のナイフの刃と係合するカム突起部を含んでいることが好ましい。  このカム突起部は
回転可能部材を第２の位置へ動かすことができる。好適具体化例においては、このカム突
起部は一般に第１の端部から間隔をおいた回転可能部材の第２の端部に取り付けられてい
る。
【００１７】
本発明の他の特徴および利点は下記の詳細な説明、添付図面および添付特許請求の範囲か
ら容易に明らかになるであろう。
【００１８】
【実施例】
本発明は種々の形で具体化を行うことができるが、下記に添付図面を参照して好適な具体
化例の説明を行う。但しこの具体化例は本発明を例示する一具体化例であり、本発明は特
定の具体化例に限定されるものではない。
【００１９】
図１に示すように、本発明の原理を具体化した外科用縫合機２０は上部フレーム部材３０
、打込み即ち押出しアセンブリー４０、下部フレーム部材５０、およびステープル・カー
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トリッジ６０から成っている。上部および下部のフレーム部材３０および５０は一緒にな
って縫合機のフレームをつくり、打込みアセンブリー４０はフレームにより運ばれるステ
ープル・カートリッジを長手方向に動かし、カートリッジからステープルＳ（図８）を次
々に押出すようになっている。
【００２０】
ステープル・カートリッジ６０は下部フレーム部材５０の内部に嵌め込まれている。さら
に詳細に述べると、ステープル・カートリッジ６０の前方の部分は通路５４を規定する下
顎部材５３の中に嵌め込まれ、ステープル・カートリッジ６０のカートリッジ本体６１の
平行になった側壁は下顎部材の通路５４の中に嵌め込まれている。ステープル・カートリ
ッジ６０の後方即ち手前側の部分は本発明の原理を具体化した回転可能な部材６６を有し
、これは最初一般にステープル・カートリッジの横方向に向かう第１の位置に延びている
。後でさらに説明するように、この回転可能な部材６６は打込みアセンブリー４０のナイ
フの刃４４と係合している。縫合機の下部フレーム部材の中にのステープル・カートリッ
ジが配置されていると共に、ステープル・カートリッジの２本の脚６５によりカートリッ
ジは下部フレーム部材５０に固定されている。これらの脚６５は図２の分解図に示されて
いるように下部フレーム部材５０の円筒形のピン５８に係合している。
【００２１】
図１に示されているように、上部フレーム部材３０は後方にある上部把持部分３１と前方
にある上顎部材３２を有し、この顎部材はカートリッジ６０の中でステープルを動かす敷
き台になっている。下部フレーム部材５０はピボット回転する下部把持部分５１を含み、
この把持部分は下顎部材５３の後方に位置している。図示の具体化例においては、長手方
向に動き得る打込みアセンブリー４０、傾いた板バネ５７、およびステープル・カートリ
ッジ６０は下部フレーム部材の中に嵌め込まれている。これらの素子を上部および下部の
フレーム部材のいずれか一つの中に他の方法で配置することも本発明の範囲内に入るもの
とする。
【００２２】
下部把持部分５１は二つの位置の間でピボット回転して動くことができる。下部把持部分
５１の第１の開いた位置においては、この把持部分は下顎部材５３に関して直角をなして
延びている。把持部分のこの位置において、把持部分５１の一対のＣ字形部材５２は上部
フレーム部材３０に取り付けられた静止した固定用のピン３３からはずれる。把持部分の
この位置において、上部および下部のフレーム部材３０および５０は互いに分離されてス
テープル・カートリッジ６０を挿入および除去することができる。
【００２３】
下部把持部分５１の第２の固定位置においては、Ｃ字形部材５２は固定用のピン３３と係
合し、上部および下部のフレーム部材３０および５０を互いに固定する。この固定位置に
おいては、動き得る把持部分５１は下顎部材５３に関して一般に平行に配置されている。
【００２４】
打込み即ち押出しアセンブリー４０は少なくとも１個の押出し棒または打込み楔部材４２
から成り（図２参照）、図示の具体化例においてはこのような打込み楔部材は２個含まれ
ている。打込み用の即ち始動用のノブ５９（図１）は打込みアセンブリー４０と一緒に動
作して、未使用のステープル・カートリッジが下顎部材５３の中にある場合、ステープル
・カートリッジ６０を通して打込み用の楔部材４２を長手方向に動かし、Ｃ字形部材５２
を固定用のピン３３と係合することにより上部および下部のフレーム部材３０、５０を互
いに固定する。
【００２５】
本発明の外科用縫合機の固定機構は、フレームに未使用のステープル・カートリッジが取
り付けられていない限り装置を使用出来ないようにする目的をもっている。この固定機構
は屋根部材７０（図２）を含み、これはその末端に延びた狭い屋根部分７１（図３、４）
をもっている。屋根部分７１は３個の溝孔を規定する広がった屋根部分７２と一体となっ
ている。ナイフの溝穴７３が広がった屋根部分７２および狭い屋根部分７１を通って延び

10

20

30

40

50

(5) JP 3862803 B2 2006.12.27



ている。屋根部分７２は打込み用の楔部材４２がそれぞれ通るさらに２個の溝孔７４を規
定している。狭い屋根部分７１は一般に打込み用の楔部材４２の間に位置している。打込
み用の楔部材４２が溝孔７４の中を滑って行くと、ナイフの刃４４は溝孔７３を通って端
の方へ動くことができる。ナイフの刃４４は切断面４５を含み、ナイフの刃は図示の打込
み用の楔部材４５の間に配置され、本発明の縫合機が組織を切断すると同時に一列または
それ以上の列のステープルが切断された組織の両側に置かれるような形をしている。
【００２６】
ナイフの刃４４は外科用縫合機の端の方へ動いて組織を切断し得るばかりでなく、ナイフ
の刃はまた第１の固定位置と第２の解除（固定されていない）位置との間で一般的に垂直
に動くことができる。図３および４に示すようなナイフの刃のアセンブリーの第１の位置
においては、ナイフの刃のアセンブリーは屋根部材７０で規定されるナイフの溝孔７３か
ら外れた位置にあり、従ってナイフの刃４４が屋根部材を通って、従ってステープル・カ
ートリッジ６０の本体によって規定される細長いナイフの溝孔６４を通って動くことが防
がれる。傾いた板バネ５７は通常ナイフの刃４４を上方に押し上げて第１の固定された位
置にもってくる。ナイフの刃４４は板バネ５７に抗して垂直に動いてナイフの刃の第２の
解除位置に来ることができる。この第２の位置（図５および６）においては、ナイフの刃
はナイフの溝孔７３と一直線上に並び、従って屋根部材の中の溝孔７３を通り、またステ
ープル・カートリッジ６０によって規定されるナイフの溝孔６４を通って端の方へと動く
。
【００２７】
ナイフの刃４４と屋根部材７０のこのような特殊な共同作用は、図４および６に最も良く
図示されている。ナイフの刃４４の第１の固定された位置を示す図４に示されているよう
に、板バネ５７は屋根部材７０に向かいナイフの刃を押し上げる。屋根の広がった部分７
２はナイフの刃の固定区域４６と係合し、ナイフの刃の固定部分４８は屋根部材７０と係
合してナイフの刃が屋根部材およびステープル・カートリッジの細長いナイフの溝孔６４
を通って端の方へ動くのを防ぐ。ナイフの刃のこの位置において、打込みアセンブリー４
０の打込み用の楔部材４４は前方へ動くのが実質的に防がれる。何故ならばナイフの刃お
よび打込み用の楔部材（即ち打込みアセンブリー４０）は一般に一緒に動くからである。
【００２８】
ナイフの刃４４の第１の位置から第２の解除位置への前進運動は、下顎部材５３の通路５
４中に使用されていないステープル・カートリッジ６０を配置することによって行われる
。一体となったピン６７によりステープル・カートリッジ６０の本体６１上にピボット回
転し得るように取り付けられた回転可能な部材６６は、表面４７の所でナイフの刃４４と
係合することができる。ステープル・カートリッジが下顎部材の中まで下降すると、回転
し得る部材６６は傾いた板バネ５７と抗してナイフの刃４４に作用し、第２の位置の方へ
下方に動くことによりナイフの刃を外すことができる。ナイフの刃４４が第２の解除位置
にある場合を示した図６に示されているように、固定された部分４８は屋根部材７０と係
合した位置から動き、ナイフの刃４４は溝孔７３と並び、ナイフの刃が端の方へと動くよ
うにすることができる。ナイフの刃のこの位置においては、ナイフの刃および打込み用の
楔部材４２は一緒に縫合機の外側へと動くことができ、ナイフの刃の表面４５がステープ
ル・カートリッジ６０によって規定される細長いナイフの溝孔６４を通って動くことによ
り組織を切断するにつれて、カートリッジ６０から次々とステープル８０を移動させてい
く（ステープル駆動機６３を介して、図８参照）。
【００２９】
特に図７、および図９～９ｄを参照すれば、回転可能な部材６６の特徴およびそれとナイ
フの刃４４との共同作用が示されている。上記のように、回転し得る部材６６は最初ナイ
フの刃４４と係合し、打込みアセンブリー４０（ナイフの刃４４および打込み用の楔部材
４２）がその引き込まれた位置にある場合、ナイフの刃をその第１の位置から第２の位置
へと押し付ける。ナイフの刃４４が縫合機から外側へと動くと、ナイフの刃の直立した位
置は回転し得る部材６６と係合する。この係合によって部材６６はその第１の位置（図９
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ａ）からその第２の位置（図９ｄ）へと回転し、回転可能部材はナイフの刃に関して外れ
た位置に保たれる。
【００３０】
部材６６が回転すると、この部材が第２の位置へ動くにつれて該部材はステープル・カー
トリッジ６０の本体６１と係合する。このような係合は望ましいことである。何故ならこ
れによってナイフの刃がステープル・カートリッジを通って外側へ移動した後回転し得る
部材を第２の位置に保つからである。しかし部材６６のこのような回転運動は勿論縫合機
の使用者によって行われるから、該部材をその第１の位置から第２の位置へと動かすのに
必要な力は使用者がノブ５９および打込みアセンブリー４０を始動させることによって与
えられなければならない。
【００３１】
縫合機の使用者によって与えられる「打込みに要する力」を減らすために、回転可能な部
材６６はその第１の位置から第２の位置への運動に適合するような特殊な形をもっている
。さらに詳細に説明すれば、回転可能な部材６６は弾力性の或る可撓性部分６８を含み、
これは回転可能な部材がその第１の位置から第２の位置へと動くにつれて変形してステー
プル・カートリッジの本体と係合する。この可撓性部分６８は回転可能な部材の第１の端
の部分に位置した片持ばりになったアームの形をしていることが好ましい。  図から判る
ように、回転可能な部材６６はこの第１の端の位置においてカートリッジ本体６１にピボ
ット回転し得るように取り付けられている。可撓性部分６８とカートリッジ本体との係合
は特に図９ｂおよび９ｃに示されている。
【００３２】
回転可能な部材６６の第２の位置への運動を確実に行うために、回転可能な部材は、ナイ
フの刃がステープル・カートリッジのナイフの溝孔を通って外側へ動く際、ナイフの刃４
４の部分４８によって係合し得るカムの突起６９を含んでいることが好ましい。  回転可
能な部材がその第２の位置へと動いた後には、片持ばり付きの可撓性の部分６８の自由端
部は一般にカートリッジ本体と突き当たったような関係位置に来る（図９ｄ参照）。可撓
性部分６８がこの向きをとる時、可撓性部分はカートリッジ本体と係合するような位置を
とり、回転可能部材がその第二の位置から動くのが実質的に防がれる。これから判るよう
に、片持ばり付きの可撓性部分はその底部から、ピボット回転するピン６７の周りに部材
６６が回転する方向から遠去かる方向に向かって延びている。
【００３３】
好適な具体化例においては、ピボット回転するピン６７の自由端部は二股に分かれ、ピン
を弾性的に圧縮出来るようにしている。従ってピン６７は圧縮されてカートリッジ本体６
１に挿入でき、その後でピン６７の二股に分かれた部分は外側に膨張し、回転可能部材６
６がカートリッジ本体に確実に固定されるようにすることができる。
【００３４】
ナイフの刃４４を含む打込みアセンブリー４０が引き戻された位置に来ると、ナイフの刃
４４は屋根部材７０に関し固定された位置に戻る。回転可能部材６６はその第２の位置に
留まり、従ってナイフの刃４４の部分４７とは係合せず、板バネ５７はナイフの刃を屋根
部材に関し上方に押し上げ、固定を行う部分４８は屋根部材と係合する位置に来る。外科
用縫合機の把手５１はピボット回転して縫合機の上部および下部のフレーム部材を解除し
、該フレーム部材を分離して使用したステープル・カートリッジを取り出すことができる
。新しい未使用のステープル・カートリッジを下部フレーム部材の下顎部材５３に挿入す
ると、未使用のカートリッジの回転可能部材６６は該部材６６の第１の位置にあるために
、ナイフの刃４４の運動が可能になる。部材６６とナイフの刃４４とが４７の所で係合し
ているため、ナイフの刃はその第１の固定位置から第２の解除位置へと動き、しかる後上
部および下部のフレーム部材３０、５０が合わせられ、把手５１を動かすと該フレーム部
材が固定され縫合機は再び使用出来る状態になる。
【００３５】
以上の説明から、本発明の新規概念の精神および範囲を逸脱することなく、多くの変形を
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行い得ることが判るであろう。例示した特定の具体化例によって本発明は全く限定される
ことなく、また推定されることもないと了解されたい。以上の説明は添付特許請求の範囲
内に入る限りこのようなすべての変形を含むものである。
【００３６】
本発明の主な特徴及び態様は次の通りである。
１．フレーム、
該フレームの中にあり、少なくとも一列のステープルを含むカートリッジ本体を具備し、
細長いナイフの溝孔を規定するステープル・カートリッジ、
該カートリッジからステープルを順次駆動するように、該ステープル・カートリッジの長
手方向に移動可能に該フレームによって支持された少なくとも１つの打込み楔、および
該フレームに支持され該細長いナイフの溝孔を通って可動であるナイフの刃を具備し、
該ナイフは、それが該ナイフの溝孔を通って動くことが実質的に防がれる第１の位置と、
該溝孔を通って該ナイフが動き得る第２の位置との間を動くことが可能であり、
該ステープル・カートリッジは第１の位置から第２の位置へと動き得る回転可能部材を含
み、該第１の位置においては該カートリッジが該フレームにあって該ナイフの刃が該第１
の位置から該第２の位置へと動くとき該回転可能部材は該ナイフの刃と係合可能であり、
該ナイフの刃が該ナイフの溝孔を通って該カートリッジの端の方へと前進するとき該回転
可能部材は該ナイフの刃により該第２の位置へと動くようになっており、
該回転可能部材は、それが該第１の位置から該第２の位置へと動くとき該カートリッジ本
体と変形して係合する弾力性をもった可撓性部分を含み、該可撓性部分はしかる後該カー
トリッジ本体と係合して該回転可能部材を該第２の位置に保つようになっていることを特
徴とする外科用縫合機。
【００３７】
２．該回転可能部材の第１の端部は該カートリッジ本体にピボット回転するように取り付
けられ、該回転可能部材の該可撓性部分は該第２の端部に片持ばりになったアームを含ん
でいる上記第１項記載の外科用縫合機。
【００３８】
３．該回転可能部材は、該ナイフの刃が該ナイフの溝孔を通って端の方へと前進し、該回
転可能部材を該第２の位置へと動かす際該ナイフの刃によって噛み合うことができるカム
突起部を含んでいる上記第１項記載の外科用縫合機。
【００３９】
４．該回転可能部材は該カートリッジ本体にピボット回転するように取り付けられた第１
の端部を含み、該カム突起部は一般に該第１の端部から間隔をおいた該回転可能部材の第
２の端部に取り付けられている上記第１項記載の外科用縫合機。
【００４０】
５．フレーム、および該ナイフの刃が該縫合機の端の方へ動くことが防がれている第１の
位置から第２の位置へと動き得るナイフの刃を有し、該カートリッジは、
細長いナイフの溝孔を規定するカートリッジ本体；および
第１の位置から第２の位置へと動き得る回転可能部材を含み、第１の位置において、該回
転可能部材は該カートリッジが該ナイフの刃を該第１の位置から該第２の位置へと動かす
フレーム上に位置しているとき該ナイフの刃と係合可能であり、該回転可能部材は該ナイ
フの刃が該溝孔を通って該カートリッジの端の方へと前進するとき該ナイフの刃により該
第２の位置へと動かされ、該回転可能部材はそれが該第１の位置から該第２の位置へと動
くとき該カートリッジ本体と弾性的に係合可能である弾力性をもった可撓性部分を含み、
該可撓性部分はしかる後該カートリッジ本体と係合して該回転可能部材を該第２の位置に
保持することができるを特徴とする外科用縫合機。
【００４１】
６．該回転可能部材の第１の端部は該カートリッジ本体にピボット回転するように取り付
けられ、該回転可能部材の該可撓性部分は該第２の端部に片持ばりになったアームを含ん
でいる上記第５項記載の外科用縫合機。
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【００４２】
７．該回転可能部材は、該ナイフの刃が該ナイフの溝孔を通って端の方へと前進し、該回
転可能部材を該第２の位置へと動かす際該ナイフの刃によって噛み合うことができるカム
突起部を含んでいる上記第５項記載の外科用縫合機。
【００４３】
８．該回転可能部材は該回転可能部材を該カートリッジ本体にピボット回転するように取
り付ける一体となった二股のピボット回転するピンを含んでいる上記第５項記載の外科用
縫合機。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の原理を具体化した外科用縫合機の分解図。
【図２】本発明の外科用縫合機の一部を取り去った固定機構を示す分解図。
【図３】ステープル・カートリッジを挿入する前の本発明の外科用縫合機を示す部分的に
断面を示した側立面図であって、縫合機の切断用のナイフの刃が第１の固定位置にある場
合が示されている。
【図４】切断用のナイフの刃を第１の位置に固定する固定機構を示す部分的に断面を示し
た拡大詳細図。
【図５】ステープル・カートリッジが適切な位置にある図３と同様な図。
【図６】切断用のナイフの刃が第２の解除位置にある場合を示す部分的に断面を示した拡
大詳細図。
【図７】本発明の固定機構の回転可能部材の部分的な見取り図。
【図８】縫合機を始動させる前のナイフの刃を示す図６の線８－８に沿った部分的上面図
。
【図９】回転可能部材が縫合機の付属の切断用のナイフの刃によって第１の位置から第２
の位置に動かされる際の固定機構の回転可能部材を示す部分的な底面図である。
【符号の説明】
２０　縫合機
４０　押出しアセンブリー
５０　下部ふれーむ部材
６０　ステープル・カートリッジ
６１　カートリッジ本体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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